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攻撃行動 (Crick& Grotpeter， 1995) Jと定義さ
れ，無視 (silenttreatment) ，社会的排除 (social
exclusion) ，関係操作 (manipulation) などの
複数の性質の異なる行為から構成される攻撃















































与をされている。我が屈では， Crick & Grotpeter 



































比較的多く，幼児 (Crick，et al.， 1997)，児童
(Crick & Grotpeter， 1995)，青年期初期の子とと
も (Little，]ones， Henrich， & Hawley， 2003)，大
学生 (Morales& Crick， 1998; Werner & Crick， 
1999) ，大学生の恋人向士 (Linder，Crick， & 
Col1ins， 2002) ，夫婦 (Carroll，Nelson， Yorgason， 
& Harper， 2010) を対象とした制度が開発され
ている。これらのうち， Crick et al. (1997)， 
Crick & Grotpeter (1995)， Linder， eta1. (2002) 
は仲間指名，あるいは時に教師評定に使用され
てきた制度であり， Little et al. (2003)， Morales 
& Crick (1998)， Linder， etal. (2002)とCarrol1
et al. (2010)は自己報告測度である。




項目は Linder，et a1.， 2002に掲載されている)0






(pure relational aggression) J (e.g.“I'm the kind 
of person who says mean things about others." 
私は他の人について意地悪なことを言う，な
ど)，②「反応的関係性攻撃 (reactiverelational 
aggression) J (e.g.“If others have threatened 




aggression) J (e.g. "I 0立ensay mean things about 


































































Multi-dimensional Relational Aggression Scales 























存尺度の項自 (Linder，et al.， 2002 ; Litle， etal. 
2003;楼井他， 2005;高橋他， 2009; Vernberg， 
]acobs， & Hershberger， 1999; Werner & Nixon， 
2005)を収集し，K]法を援用して項目の分類、を












































































れた(第 1留子. 9.92;第2因子. 1.46:第3





























全体 男子 女子 性差
平均値 (SD)平均舘 (SD)平均値 (SD) t (d/J p 
3.99 (1.07) 3.58 (1.26) 4.15 (0.94) -3.02 (147)ρ< .01 
3.92 (1.08) 3.86 (1.06) 3.94 (1.09) -0.43 (147) n.s. 



































































おもてでは仲良くしている人の悪口を，その人の3 B .-: ~ ，~ .: '~' :::~ -: ~ -" _，~..~ -. ~ -" -3.66 
ないところで言う
その生徒の友だ、ちが誰かの悪口をその人の自の
1 D 。、 3.64
前で言ったとき.一緒になってくすくすと芙つ
友だちと話しているときに， きらいな子が来た
39 E ら，急、にだまったりこそこそとIiEをすることカすあ 3.62
る
3.72 (1.13) 3.70 (1.28) 3.74 (1.06) -0.19 (147) n.s. 
3.71 (1.22) 3.33 (1.36) 3.87 (1.13) -2.50 (147) p< .05 
3.68 (1.15) 3.63 (1.20) 3.70 (1.14) -0.34 (147) n.s 
(1.38) 3.05 (1.45) 3.91 (1.28)ー3.58(147) pく.01
(1.23) 3.16 (1.21) 3.78 (1.14) -1.28 (147) n.s. 
(1.14) 3.19 (1.24) 3.80 (1.05) -3.08 (147) p< .01 
24 A 人から聞いた友だちについてのうわさを広める 3.60 (1.19) 3.16 (1.21) 3.78 (1.14) 2.96 (147)ρ< .01 
仲良しグループで何かをするときに，仲間はず、れ35 E :~":;~::/" / 'IJ" c_ ，'~~'-"-. I"HJ'~"'~ 3.60 (1.24) 3.37 (1.31) 3.69 (1.21) -1.42 (147) n.s. 
にする
自分がきらいな人が来たら，地の人をさそって別28 C :~~~_~~，，~'/ <'-/，，， /I"~ -'. ，，"V/HC- '- ~ ~ ")'J 3.59 (1.14) 3.28 (1.22) 3.72 (1.09) -2.14 (147) 戸く .05
の場所に行く
57 E きらいな人をグループに入れないようにする 3.58 (1.20) 3.35 (1.34) 3.67 (1.13) -1.49 (147) n.s. 
友だちについてのよくないうわさを自分から流42 A ~'~ -' ，--， ，V/ ~ ， ." /." '-C- I_' /J" -' "'C 3.56 (1.19) 3.28 (1.32) 3.68 (1.12) -1.88 (147) n.s. 
40 A 友だちについてのうわさを自分から流す 3.54 (1.14) 3.23 (1.31) 3.67 (1.04) -2.16 (147) pく.05
友だちについて人から聞いたよくないうわさを 「29 A :2~:_:: ，--， '-H'J -' "U' ，~~ ， " / .，/'-C- 3.53 (1.23) 3.14 (1.36) 3.69 (1.15) -2.51 (147) 戸<.05 
広める
きらいな人がそばにいても.その人がし、ないよう
17 F ェ 3.50 (1.17) 3.09 (1.23) 3β7 (1.11)ー2.78(147)ρ< .01 
にふるまっ
きらいな人が来たら，気づかないふりをしてその16 F J':~::. .，:，~_"~ /'''~ -'. /'， -" "，. /_' I C- '-' ， '-V/ 3.46 (1.17) 3.23 (1.25) 3.56 (1.12) -1.54 (147) n.s. 
:rJ奇から離れる
友だちについての本当でないうわさを自分から25 A :2~:_:: ，--， '-'/'r=' '- "" / '" '- "-，=， /)" '- 3.43 (1.19) 3.16 (1.29) 3.54 (1.13) -1.76 (147) n.s. 
広める
友だちといるときに，きらいな人が来たら，その
22 E ';-'\~:.，~: ':..:-~':'~，'--'::'\ ~._~"~/'''--'. '-V/ 3.42 (1.23) 3.05 (1.40) 3.57 (1.12) -2.38 (147)ρ<.05 
人とだけわざと話さないことがある
みんなで、話しているときに， きらいな人が来た




54 C に言う 3.36 (1.16) 3.09 (1.27) 3.47 (1.10) -1.82 (147) nふ
本当ではないとわかっていても，人からB思いたう47 A ，'-;; ::.:' ~ ""J - '-' ，V. / '" -' ，.". ，~/ 3.36 (1.22) 3.23 (1.32) 3.42 (1.18) -0.83 (147) I1.S. 
わさを流す
、給食のときやクラスの中で.きらいな人とJi吉を離






















































































































































































































































が (F(l，145)= 16.70， Pく.001)，性差は有意
傾向にとどまり (F(l，l45)= 3.47，戸<.10)，交
互作用は有意であった (F(l，l45)= 4.13， P 
く.05:Figure 1参照)。単純主効果検定の結
果，中学では性差は見られないが，高校では
男子より女子が高く (F(l，90)= 9.55，戸く.01)， 
男子においては中学よりも高校が低かった
(F(l，41) = 1.84， Pく.001)。一方，噂の流布で
は，学校段階 (F(l，145)= 14.75， Pく.001) と性
別 (F(1，145)= 4.35， p< .05)の主効果が有意と
なり，高校よりも中学で 男子よりも女子で高
かった。交互作用は有意ではなかった。尺度全





男子よりも女子が有意に高く (F(l，90)= 1.79， 
戸く.001)，男子においては高校より中学で高
かった (F(l，41)= 12.50， Pく.001; Figure 2参
照)。
考 察





MRAS-JSTの尺度 男子 女子 男子 女子
n = 15 n=42 11=28 11=64 
関係J巨否 23.87 (4.93) 23.69 (5.12) 17.46 (6.24) 21.52 (5.58) 
i噂の流布 11.67 (3.09) 11.93 (3.19) 8.46 (3.38) 10.64 (2.92) 
尺度全体 35.53 (7.40) 35.62 (7.15) 25.93 (9.01) 32.16 (7.54) 
カァコ内は標準偏差







中学 同校 中学 高校
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